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１．はじめに 

いすみ鉄道は，図－１に示すように千葉県南部のい

すみ市の大原駅と同大多喜町の上総中野駅を結んでい

る。沿線地域の人口は若年層を中心に減りつつある。加

えて，沿線地域において自動車社会が加速し，いすみ鉄

道の利用者は年々減少している。このように，いすみ鉄

道の地域公共交通としての役割が問われる中で，運行

地域であるいすみ市と大多喜町でいすみ鉄道の捉え方

が異なっていると考えられる。例を挙げると，いすみ鉄

道を移動交通手段としてではなく，観光魅力として存

続を希望する人がいる。一方で，いすみ鉄道を移動や通

学手段として必要不可欠だと考える人もいる。運行地

域内における捉え方の違いを明らかにすることは，ロ

ーカル線の存続において重要である。それが明らかと

なる研究や調査をいすみ鉄道のようなローカル線では

行われていない。 

そこで本研究は，沿線地域のいすみ市と大多喜町で

どのような実態や考え方の違いがあるのか明らかにす

ることを目的とする。その上で，いすみ鉄道の日常利用

者の傾向を把握し，定期利用者の維持やいすみ鉄道が

目指すべき方向性・改善すべき点を明確化する。 

図－１ 千葉県南部を走るいすみ鉄道 

２．既存研究の整理 

辰巳ら１）は，地域巡回バスの需要予測に関する研究

を行った。この研究では，筑前町の地域巡回バスについ

て地域住民を対象にアンケート調査を実施し，個人属

性や移動環境を把握し，それらの要素と地域巡回バス

の利用有無および利用頻度の関係性について分析した。

このように，バスなどの利用頻度と個人属性の関連性

を分析する研究はある。しかし，鉄道のようにある程度

の路線距離があり，いくつかの地域を跨る地域公共交

通を題材とした沿線地域内の捉え方の違いを示した分

析は筆者が知る限りされていない。 

 本研究では，沿線住民に対し，いすみ鉄道の利用意向

や満足度をアンケート調査し，地域による捉え方の違

いを明らかにする。また，コミュニティバスの分析結果

が本研究の対象であるいすみ鉄道にも当てはまるのか

否かを検証するために，日常利用の有無に影響を与え

る要素も明らかにする。 

３．研究方法 

運行地域内のいすみ鉄道への捉え方や実態の違いを

明らかにするため，いすみ鉄道沿線住民を対象とした

アンケート調査を行う。表－１にアンケート調査概要

を示す。アンケートでは，性別や年代，職種といった個

人属性，いすみ鉄道の満足度や利用頻度などを伺う。ア

ンケート結果から，いすみ鉄道への実態や考え方の地

域による違いを分析するため，まずクロス集計分析を

行う。次に独立性の検定を行い，地域による違いがある

要素を示す。また，日常利用している人の傾向を掴むた

めにも独立性の検定を行い，どのような要素が日常利

用に影響があるかを評価する。 

表－１ アンケート調査概要 

 

４．分析結果 

４．１ クロス集計結果 

回答者のいすみ鉄道日常利用頻度，いすみ鉄道の地

域性重要視度，いすみ鉄道の存続意思と居住地域との

クロス集計を行った。結果は以下の図－２から図－４

に示す通りである。 

項目 内容

調査目的
いすみ市民，大多喜町民の個人属性やいすみ鉄道の
利用実態をアンケート調査によって把握する。

対象者 いすみ鉄道沿線住民（いすみ市民・大多喜町民）

調査期間 2019年12月14日

調査方法 アンケート用紙で街頭調査

回収部数 101部

調査内容 個人属性，日常外出状況，いすみ鉄道利用実態など

調査場所
●いすみ市調査地点：ベイシアいすみ大原店，おおたやいすみ店

大原駅構内
●大多喜町調査地点：ショッピングセンターオリブ，大多喜駅構内



令和元年度 日本大学理工学部交通システム工学科 卒業論文概要集 

 

 

図－２ いすみ鉄道利用頻度×居住地域 

図－３ 地域性重要視度×居住地域 

図－４ 存続意思×居住地域 

図－２より，居住地域に関係なくいすみ鉄道を日常

利用している人は少ないが，いすみ市民に比べて大多

喜町民の方が少し多い。図－３では「いすみ鉄道は観

光面ではなく地域交通としての面を重視した方がよ

い」という設問で答えて頂いた。その結果，いすみ市

民に比べて大多喜町民の方が地域の交通機関としての

役割を重視する傾向にある。図－４より，大多喜町民

は存続の意思が極めて強く，沿線から離れているいす

み市岬地区は存続の意思がやや弱いと見受けられる。 

４．２ 独立性の検定の結果 

居住地域・日常利用の有無・最寄り駅からの距離を代

表値として，有意水準５％で独立性の検定を行った結

果が表－２である。p 値が 0.05 を下回っている要素は

有意に差があるといえる。居住地域の結果を見ると，

「いすみ鉄道の各満足度」に有意に差があった。「いす

み鉄道への愛着」や「存続意思」といった要素は有意水

準を満たしていないが地域による違いがある要素と推

測できる。日常利用の有無の結果を見ると，「免許の有

無」，「自家用車の有無」などに有意に差があった。これ

らの要素はいすみ鉄道の日常利用に影響を与えている

と考えられる。最寄り駅からの距離の結果を見ると，

「交通環境」や「日常利用の有無」などに有意に差があ

り，駅の近くに住んでいる方はいすみ鉄道を移動交通

手段として捉えていると推測できる。 

表－２ 独立性の検定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．結論 

 クロス集計分析から，地域状況を踏まえた仮説通り，

大多喜町民は存続意識が強いことがわかる。独立性の

検定では，大多喜町民はいすみ市民よりいすみ鉄道へ

の愛着や存続意思が強いことがわかった。車で自由に

移動できる人や最寄り駅が自宅から離れている人はい

すみ鉄道を利用していないと考えられる。いすみ鉄道

日常利用者は，運賃や運行本数に満足している人が多

いとわかった。自動車中心生活者やいすみ鉄道の駅が

自宅から離れている人にいかにいすみ鉄道に乗っても

らうかを今後の施策として考える必要がある。 
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項目 居住地域 日常利用の有無 最寄駅からの距離

性別 0.86279 0.68336

年齢 0.57991 0.70319

居住地域 0.40050 0.35920

職業 0.66751 0.79061

居住年数 0.55286 0.68270 0.27568

居住地域への愛着 0.90322 0.39913 0.54720

免許の有無 0.59835 0.00161 0.10649

自家用車の有無 0.16874 0.00309 0.10472

送迎者の有無 0.93477 0.75183 0.68533

交通環境の大変さ 0.26848 0.67659 0.08092

運転趣向 0.59729 0.13795 0.99309

運転自信度 0.97798 0.77992 0.27469

外出頻度 0.29078 0.00802 0.72572

選択移動手段 0.17912 8.47993-9 0.04714

駅設備満足度 0.00111 0.00146 0.00515

運賃満足度 0.00002 0.00100 0.02260

運行本数満足度 0.00004 0.00167 0.05875

最寄駅からの距離 0.35920 0.00038

いすみ鉄道への愛着 0.09239 0.44375 0.16144

地域性重視度 0.43059 0.48374 0.48725

存続意思 0.08654 0.50535 0.32965

日常利用の有無 0.40050 0.00038

代表値


